
��������

お問い合わせの市役所代表電話番号は、�0424－64－1311です。電話番号をお掛けのうえ、担当課の内線番号をお伝えください

平成１6年（２００4年）１２月１日
�����

3

　

毎
年
、　

月
４
日
か
ら　

日
ま
で
は
人
権
週
間

12

10

で
す
。
昭
和　

年
（
1
9
4
8
年
）、「
世
界
人
権
宣

23

言
」
が
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
、
こ
の
宣
言
が
採
択

さ
れ
た　

月　

日
が
、「
人
権
デ
ー
（ H

um
an
R
ig

12

10

hts
D
ay

）」
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
人
権
」
と
は
、「
生
き
て
い
く
た
め
の
、
誰
か
ら

も
邪
魔
さ
れ
な
い
権
利
」
の
こ
と
で
す
。「
い
じ
め

ら
れ
た
り
、
差
別
さ
れ
た
り
、
暴
力
を
受
け
た
り
、

支
配
さ
れ
た
り
し
な
い
で
、
憲
法
や
法
律
の
も
と
で

平
等
に
暮
ら
す
権
利
」
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

◆
生
活
文
化
課
（
�田
 
�
内
線　

）
1412

�　

市
で
は
、
総
合
計
画
の
中
に
、
人
種
、

国
籍
、
性
別
、
年
齢
、
信
条
、
社
会
的
身

分
な
ど
で
差
別
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す

こ
と
を
明
記
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
例
え
ば
、
男

女
平
等
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
、
男
女

平
等
参
画
推
進
計
画
を
策
定
し
、情
報
誌
の
発
行
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開

催
、女
性
相
談
の
開
設
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
年
７
月

の
「
性
同
一
性
障
害
者
の
性
別
の
取
扱
い
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」

の
施
行
を
機
に
、
現
在
市
で
使
用
し
て
い
る
書
類
（
申
請
書
、
証
明

書
等
）
に
つ
い
て
、
性
別
記
載
欄
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
全
市
立
小
・
中
学
校
で
は
、
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
を
実

施
し
、
家
庭
や
地
域
と
学
校
と
の
連
携
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

東
京
都
の
人
権
尊
重
教
育
推
進
校
で
あ
る
保
谷
第
二
小
学
校
で
は
「
互

い
に
認
め
合
い
、
自
分
も
相
手
も
大
切
に
す
る
心
豊
か
な
子
ど
も
の
育

成
」
を
テ
ー
マ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

西
東
京
市
の
取
り
組
み

�　

困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
個
人
の
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
（
費
用
は
無
料
で
す
）。

■
人
権
に
関
す
る
相
談

人
権
に
関
す
る
相
談

　

子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
へ
の
虐
待
、
さ
ま
ざ
ま

な
偏
見
や
差
別
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
、
近
隣

の
問
題
な
ど
人
権
に
関
す
る
問
題
に
直
面
し
た
と

き
、
気
が
付
い
た
と
き
は
、
人
権
擁
護
委
員
が
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◎
人
権
・
身
の
上
相
談
（
日
時
な
ど
…
８
面
下
段

「
無
料
市
民
相
談
表
」
参
照
）

▽
と
こ
ろ　

田
無
庁
舎
、
保
谷
庁
舎
市
民
相
談
室　
（
予
約
制
）

▽
問
合
せ　

市
民
相
談
室
（
�田
 
�
内
線　

、
�保

 
�
内
線　

）

1432

2115

◎
法
務
局
で
の
人
権
相
談　

東
京
法
務
局
府
中
支
局
で
電
話
に
よ
る
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
（�
０
４
２
・
３
３
５
・
４
７
５
３
）。

■
女
性
相
談

女
性
相
談

　

女
性
を
対
象
に
、
自
分
自
身
や
家
族
の
こ
と
、
人
間
関
係
、
パ
ー
ト
ナ

ー
の
暴
力
、
性
や
出
産
、
思
春
期
の
体
、
更
年
期
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
等

に
つ
い
て
、
不
安
や
悩
み
を
抱
え
た
方
が
援
助
を
必
要
と
し
た
と
き
、
専

門
の
女
性
相
談
員
が
問
題
を
一
緒
に
考
え
、
解
決
の
糸
口
を
探
し
ま
す
。

◎
悩
み
な
ん
で
も
相
談
（
電
話
・
面
接
）、
◎
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
予
約

制
）、
◎
か
ら
だ
の
相
談
（
予
約
制
）（
日
時
な
ど
…
８
面
下
段
「
無
料
市

民
相
談
表
」
参
照
）

▽
と
こ
ろ　

市
民
会
館
相
談
室

▽
問
合
せ　

生
活
文
化
課
男
女
平
等
推
進
係
（�
　

・
０
０
５
５
）

50

■
夜
間
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

夜
間
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

弁
護
士
に
よ
る
人
権
相
談
を
、
夜
間
に
電
話
で
お
受
け
し
ま
す
。

▽
と
き　
　

月
９
日
（
木
）
午
後
５
時
〜
８
時

１２

◎
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
�
　

・
５
８
０
８
・
０
６
４
０
、�
　

・
５
８
０
８

０３

０３

・
０
６
４
１　

※
相
談
時
間
は
５
分
程
度
で
す
。

▽
問
合
せ　
（
財
）東
京
都
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
（�
　

・
３
８
７
１
・
０

０３

２
１
２
、�
　

・
３
８
７
６
・
５
３
７
３
）

０３

相

談

窓

口

今
年
の
重
点
目
標

��������
�����������

※
こ
の
人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
は
、
法
務
省
の
人
権
擁

護
機
関
が
人
権
啓
発
活
動
の
た

め
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

人ＫＥＮ
まもる君

人ＫＥＮ
あゆみちゃん

　
「
人
権
週
間
」
は
、
今
年
で　

回
目
を
迎
え
ま
す
。
毎
回
、
重
点
目
標

56

を
決
め
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

人
権
は
難
し
い
こ
と
、
他
人
ご
と
で
は
な
く
、
身
近
な
問
題
と
し
て
考

え
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の
人
権
が
本
当
に
守
ら
れ
る
社

会
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
他
の
人
の
人
権
に
も
気
を
配
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

■
人
権
尊
重
教
育
推
進
校
・
保
谷

第
二
小
学
校
研
究
発
表

▽
と
き　
　

月
１
日
（
水
）
午
後

１２

１
時　

分
か
ら

４０

▽
と
こ
ろ　

保
谷
第
二
小
学
校

▽
内
容　

全
学
級
授
業
公
開
・
研

究
発
表
、
講
演
／
講
師
…
川
池
聰

先
生
（
元
鳥
取
大
学
教
授
、
元
目

黒
区
立
八
雲
小
学
校
長
）

▽
問
合
せ　

指
導
課
（
�保
 
�
内
線

　

）
2635

■
人
権
週
間
パ
ネ
ル
展
〜
パ
ネ

ル
展
示
と
ビ
デ
オ
上
映
〜

　

ハ
ン
セ
ン
病
や
そ
の
歴
史
、
こ

れ
ま
で
に
実
施
し
た
講
演
会
や

多
磨
全
生
園
の
見
学
会
の
様
子

な
ど
の
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。

８
日
は
、
時
間
中
に
随
時
ビ
デ
オ

上
映
を
行
い
ま
す
。

▽
と
き　
　

月
８
日
（
水
）
〜　

１２

１０

日
（
金
）
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

▽
と
こ
ろ　

田
無
庁
舎
ロ
ビ
ー

▽
問
合
せ   
生
活
文
化
課
（
�田
 
�

内
線　

）
1412

■
講
演
と
映
画
の
集
い
（
定
員
千

　

人
・
先
着
順
）

３０１▽
と
き　
　

月
８
日
（
水
）
午
後

１２

１
時
〜
５
時

▽
と
こ
ろ　

調
布
市
グ
リ
ー
ン

ホ
ー
ル
（
調
布
市
小
島
町
２
〜　
４７

〜
１
）

▽
内
容　

◎
映
画
『
折
り
梅
』
上

映　

◎
林
隆
三
氏
（
俳
優
）
に
よ

る
講
演
『
宮
沢
賢
治
〜
童
話
の
世

界
か
ら
学
ぶ
〜
』

■
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
の
集

い
（
定
員　

人
・
先
着
順
）

９０２

▽
と
き　
　

月
７
日
（
火
）
午
後

１２

１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

▽
と
こ
ろ　

西
新
井
文
化
ホ
ー

ル
（
足
立
区
栗
原
１
〜
３
〜
１
）

▽
内
容　

◎
人
権
啓
発
映
画
『
め

ば
え
の
朝
（
あ
し
た
）』
上
映　

◎
津
軽
三
味
線
、
コ
ン
サ
ー
ト

▽
問
合
せ　

東
京
都
人
権
部
（�

　

・
５
３
８
８
・
２
５
８
８
）、

０３東
京
法
務
局
人
権
擁
護
部
（�
　
０３

・
５
４
８
６
・
８
４
２
４
）

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
図
ろ
う

子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う

同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、
偏
見
、
差
別
を
な
く
そ
う

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

外
国
人
に
対
す
る
偏
見
、
差
別
を
な
く
そ
う

エ
イ
ズ
、
ハ
ン
セ
ン
病
等
に
対
す
る
偏
見
、
差
別
を
な
く
そ
う

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見
、
差
別
を
な
く
そ
う

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮
し
よ
う

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
偏
見
、
差
別
を
な
く
そ
う

ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
、
差
別
を
な
く
そ
う

性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
偏
見
、
差
別
を
な
く
そ
う

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

■
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
相
談

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
相
談

　

痴
ほ
う
性
高
齢
者
、
知
的
障
害
者
や
精
神
障
害
者
な
ど
、
判
断
能
力
が

不
十
分
で
、
財
産
の
管
理
や
契
約
な
ど
が
で
き
な
い
場
合
な
ど
に
代
理
等

を
し
て
も
ら
う
成
年
後
見
制
度
や
、
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
解
決

困
難
な
苦
情
に
つ
い
て
、
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▽
と
き　

月
〜
金
曜
日　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
（
祝
日
、
年
末
年

３０

始
（　

月　

日
〜
１
月
３
日
）
を
除
く
）

１２

２９

※
必
要
に
応
じ
て
、
水
曜
日
の
午
後
に
、
専
門
家
（
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

社
会
福
祉
士
、
精
神
科
医
、
元
家
庭
裁
判
所
調
査
官
）
に
よ
る
相
談
も
受

け
ら
れ
ま
す
（
予
約
制
）。

▽
と
こ
ろ　

保
谷
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階
（
保
谷
庁
舎
隣
）

▽
問
合
せ　

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
「
あ
ん
し
ん
西
東
京
」（�
　

・
８
８

２２

７
７
）

■
身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
相
談

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
相
談

　

田
無
庁
舎
・
保
谷
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
1
階
の
障
害
福
祉
課
で
、

身
体
障
害
者
･
知
的
障
害
者
相
談
日
を
設
け
、
ご
本
人
や
そ
の
家
族
が
抱

え
る
悩
み
等
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◎
身
体
障
害
者
相
談　

◎
知
的
障
害
者
相
談
（
日
時
な
ど
…
８
面
下
段

「
無
料
市
民
相
談
表
」
参
照
）

▽
と
こ
ろ　

田
無
庁
舎
・
保
谷
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階
障
害
福
祉

課▽
問
合
せ　

障
害
福
祉
課
（
�保
 
�
内
線　

）
2346

������������	
�
�������������	
���
��

　

市
で
は
、
本
年
3
月
に
「
障
害
の
あ
る
、
な
し
、
あ

る
い
は
障
害
の
種
類
や
程
度
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
社

会
全
体
か
ら
必
要
な
支
援
を
得
な
が
ら
、
誰
も
が
快
適

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
」
を
理
念
と
し
た

障
害
者
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

障
害
の
あ
る
人
が
地
域
で
快
適
に
生
活
し
て
い
く
た

め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
壁
（
バ
リ
ア
）
と
な
る
も
の

を
除
去
ま
た
は
改
善
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
物
理
的
な
障
壁
…
歩
道
の
段
差
、
車
い
す
使
用
者
の

通
行
を
妨
げ
る
放
置
自
転
車
等
、
乗
降
口
に
段
差
の
あ

る
車
両
構
造
の
バ
ス
、
施
設
等
の
出
入
口
の
段
差
な
ど

■
制
度
的
な
障
壁
…
資
格
・
免
許
等
の
付
与
を
制
限
す

る
な
ど

■
文
化
･
情
報
面
で
の
障
壁
…
音
声
案
内
、
点
字
、
手

話
通
訳
、
字
幕
放
送
、
わ
か
り
や
す
い
表
示
の
欠
如
な
ど

■
意
識
上
で
の
障
壁
…
心
な
い
言
葉
や
視
線
、
人
間
と

し
て
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
扱
い
な
ど

　

西
東
京
市
で
も
、
以
上
の
よ
う
な
視
点
に
基
づ
き
理

念
が
具
現
化
で
き
る
よ
う
、
施
策
形
成
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
障
害
を
持
つ
人
が
よ
り
快
適
な
地
域
生
活

を
行
う
た
め
に
は
、
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
、
障
害
に

つ
い
て
や
障
害
の
あ
る
人
へ
の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ

な
け
れ
ば
実
現
し
ま
せ
ん
。
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
市
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

◆
障
害
福
祉
課
（
�保
 
�
内
線　

）
2347

「人権の花運動」で花の種をまく
保谷第一小学校の子どもたち

第　

回
人
権
週
間
（　

月
４
日
〜　

日
）

５６

１２

１０

育育育育育育育育育育
てててててててててて
よよよよよよよよよよ
うううううううううう

育
て
よ
う　
一一一一一一一一一一
人人人人人人人人人人
ひひひひひひひひひひ
とととととととととと
りりりりりりりりりり
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快適に過ごせる環境づくり　～ハードとソフトのバリアフリー～


